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代 表 質 問 主な質問と答弁

⑸

エコファーマーを対象とした給付に改善

水田保全奨励金制度
水田を次世代に引き継ぐ

市
民
活
動
の
参
加
促
進

サ
ポ
ー
ト
の
仕
組
み
を

地
域
経
済
の
活
性
化

市
内
業
者
に
配
慮

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
に
着
手

環境負荷の少ない農業を実践する水田の様子

　２月定例会では、「一般質問」（議員個人
による市政全般に対する質問）にかえて、
新年度の市長の施政方針や予算案等に対し、
会派を代表した議員が「代表質問」を行い
市政をチェックしています。

多
様
性
を
認
め
合
い

包
み
支
え
合
う
社
会
を

（
か
わ
せ
み
ク
ラ
ブ
）

質
問　

今
日
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
概

念
が
、
福
祉
や
社
会
政
策
の
理

念
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
づ
く

り
と
い
う
理
念
に
つ
い
て
の
本

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
と
は
、
社
会
的
に

孤
立
し
た
り
、
疎
外
さ
れ
る
状

態
に
陥
り
や
す
い
人
々
を
社
会

的
な
つ
な
が
り
の
中
で
、
社
会

の
構
成
員
と
し
て
包
み
支
え
合

う
と
い
う
理
念
で
あ
る
。

　

本
市
で
は
、
地
域
福
祉
計
画

を
初
め
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

や
子
ど
も
・
若
者
等
を
対
象
と

し
た
個
別
計
画
や
多
文
化
共
生
、

人
権
施
策
な
ど
の
指
針
を
策
定

し
、
庁
内
の
横
断
的
な
連
携
に

よ
り
、
幅
広
い
施
策
を
展
開
し

て
い
る
。
そ
の
基
本
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

の
理
念
で
あ
り
、
市
政
の
重
点

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
郷
土
愛
や

人
の
和
も
同
じ
視
点
に
立
つ
も

の
で
あ
る
。
今
後
も
、
こ
の
理

念
の
も
と
に
、
社
会
的
援
助
を

要
す
る
方
々
は
も
と
よ
り
、
全

人
権
尊
重
の
精
神

市
民
へ
の
意
識
啓
発
を

を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
①
市
民
活

動
に
対
す
る
認
知
度
・
信
頼
度

の
向
上
②
市
民
活
動
の
自
立
化

・
持
続
化
の
推
進
③
市
民
活
動

団
体
が
活
躍
す
る
機
会
の
拡
充

―
―
以
上
三
つ
を
基
本
指
針
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。ま
た
、

市
民
活
動
に
対
す
る
関
心
を
高

め
、参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
、

神
奈
川
県
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
を
初
め

表
彰
制
度
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
な
ど
市
民
活
動
へ

の
参
加
を
評
価
す
る
仕
組
み
の

先
進
事
例
等
の
調
査
研
究
を
行

い
、
本
市
に
合
っ
た
仕
組
み
を

整
備
し
て
い
く
。
市
民
活
動
へ

の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
市
民
活
動
が
魅
力
、
活

力
、
創
造
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ

く
り
の
原
動
力
と
な
る
よ
う
に

環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
。

議会を傍聴しませんか
　閉会中に開催する諸会議及び６月定例会
は、右の日程表のとおり開催する予定です。
　なお、日時等は、変更になることも
ありますので、詳しい内容については、
下記へお問い合わせください。

［問合せ］　議会事務局　議事課
　☎ 0466-25-1111  内線 5621 〜 2
   FAX 0466-24-0123

請願と陳情のご案内
　６月定例会では、次の日時までに提出されたものを審
査します。また、請願者と陳情者は、希望により委員会
において趣旨説明（意見陳述）を行うことができます。

請願　６月 ３日（火）正午まで
陳情　６月５日（木）午後５時まで

閉会中に開催する諸会議 ６月定例会

 ※各本会議の日には、９：30 から議会運営委員会が開催されます。
※提出方法については議会事務局
　議事課にお問い合わせください。

お知らせ
開 催 日 開会時刻 会　　議　　名
６月 5日（木） 10：00 本会議（議案の説明）

9日（月） 10：00 本会議（議案の審議など）
10日（火）   9：30 建設経済常任委員会
11日（水）   9：30 厚生環境常任委員会
12日（木）   9：30 子ども文教常任委員会
13日（金）   9：30 総務常任委員会
16日（月）   9：30 補正予算常任委員会
17日（火）   9：30 議会運営委員会
19日（木） 10：00 本会議（議決、一般質問）
20日（金） 10：00 本会議（一般質問）
23日（月） 10：00 本会議（一般質問）
24日（火） 10：00 本会議（一般質問）
25日（水） 10：00 本会議（一般質問、議決など）

開 催 日 開会時刻 会　　議　　名
５月21日（水） 10：00 ５月臨時会本会議

 30日（金） 13：00 災害対策等特別委員会
（水防訓練現地視察）

６月３日（火） 14：30 議会運営委員会

　「ふじさわ市議会だより」は、紙面の
都合で発言の一部を掲載しています。
　詳しくは、会議録をご覧ください。
なお、会議録は、図書館、市民センター、
公民館、市政情報コーナー（市役所職員
会館３階）、または市議会のホームペー
ジでご覧いただけます。2月定例会の
会議録は5月下旬ころから閲覧できます。
　また、目の不自由な方や読みづらい
方のために、点字と声のふじさわ市議
会だよりを発行していますので、ご希
望の方は、議会事務局議事課までご連
絡ください。

史
資
料
の
展
示
等
が
で
き
、
地

域
の
方
々
の
学
習
や
交
流
が
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
も
検
討

し
て
い
る
。
地
域
の
き
ず
な
が

強
ま
り
、
郷
土
へ
の
愛
着
が
深

ま
る
こ
と
で
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

藤
沢
に
つ
な
が
る
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

て
の
市
民
が
多
様
性
を
認
め
合

い
、
社
会
の
構
成
員
と
し
て
包

み
支
え
合
う
社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
福
祉
関
係
機
関
等
や
地

域
住
民
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問　

い
じ
め
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
主
導
で
進

め
る
の
で
は
な
く
、
市
長
部
局

を
中
心
に
取
り
組
み
、
市
民
に

対
す
る
人
権
啓
発
と
市
民
共
通

の
理
解
が
あ
っ
て
初
め
て
い
じ

め
防
止
条
例
制
定
の
意
味
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。
ま

た
、
学
校
い
じ
め
防
止
対
策
基

本
方
針
の
地
域
へ
の
説
明
と
理

解
づ
く
り
に
つ
い
て
、
見
解
を

聞
き
た
い
。

（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
動
・
藤
沢
）

質
問　
「
魅
力
」「
活
力
」「
創

造
力
」
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

個
人
、
市
民
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

市
民
等
が
活
動
し
や
す
い
よ
う

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
見
解
を
聞
き
た

い
。

答
弁　

市
民
活
動
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
か

ら
新
た
な
市
民
活
動
推
進
計
画

に
基
づ
き
、「
み
ん
な
と
ま
ち

が
元
気
に
な
る
〜
活
力
あ
ふ
れ

る
市
民
活
動
の
ま
ち
藤
沢
〜
」

答
弁　

い
じ
め
の
問
題
は
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
重
大
な
人

権
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
学
校

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
教
育
委
員
会
と
連
携
を
図

る
中
で
、
人
権
尊
重
の
精
神
が

社
会
や
生
活
の
中
に
定
着
す
る

よ
う
、
市
民
へ
の
意
識
啓
発
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、（
仮
称
）

藤
沢
市
い
じ
め
防
止
条
例
の
制

定
な
ど
、
い
じ
め
問
題
の
解
決

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、地
域
へ
説
明
を
行
い
、

理
解
と
協
力
を
得
て
い
じ
め
防

止
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と

認
識
し
て
い
る
。
各
学
校
に
お

い
て
は
、
そ
の
方
針
を
学
校
だ

よ
り
等
で
発
信
し
、
学
校
評
議

員
会
や
地
域
協
力
者
会
議
、
お

は
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
積
極

的
に
情
報
を
発
信
し
、
広
く
地

域
の
方
に
も
理
解
と
協
力
を
求

め
て
い
く
。

（
自
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問　

水
田
保
全
奨
励
金
制
度

に
つ
い
て
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

を
対
象
と
し
た
給
付
に
改
善
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

水
田
保
全
奨
励
事
業
は
、

水
田
を
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
、

多
面
的
な
機
能
を
持
つ
水
田
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
意

図
し
て
い
る
。
事
業
初
年
度
と

比
較
す
る
と
、
耕
作
面
積
は
二

万
五
千
三
百
十
平
方
㍍
増
加
し
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
農
業
を
実

践
す
る
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
も
二

十
二
人
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

現
行
の
耕
作
者
に
対
す
る
一
律

個
人
給
付
の
制
度
は
、
事
業
効

果
と
財
政
負
担
を
考
慮
す
る
と

継
続
性
に
課
題
が
あ
る
た
め
、

神
奈
川
県
が
示
す
一
般
的
な
栽

培
方
式
よ
り
化
学
肥
料
等
の
使

用
を
五
年
間
で
三
割
以
上
削
減

す
る
栽
培
計
画
を
策
定
し
認
定

さ
れ
た
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
対

象
者
と
し
て
、
一
平
方
㍍
当
た

り
五
十
円
を
給
付
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

（
ふ
じ
さ
わ
自
民
党
）

質
問　
「
地
域
に
お
金
が
回
る

仕
組
み
」
を
ど
の
よ
う
に
構
築

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

市
内
地
域
に
お
金
が
回

る
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
公
共

調
達
で
は
、
競
争
性
、
公
平
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
基
本
と
な

る
が
、
市
内
経
済
の
活
性
化
の

視
点
に
立
ち
、
市
内
業
者
に
対

す
る
優
先
的
な
発
注
を
心
が
け

て
い
る
。
ま
た
、
公
共
工
事
の

入
札
業
者
は
、
工
種
や
発
注
金

額
に
よ
り
ラ
ン
ク
が
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
大
規
模
工
事
の
発

注
等
で
は
、過
去
の
発
注
条
件
、

実
績
等
を
考
慮
し
、
大
手
事
業

者
と
市
内
業
者
と
で
構
成
さ
れ

る
Ｊ
Ｖ
方
式
等
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
市
内
業
者
に
配
慮
し
た

発
注
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
補
助
制
度
に
お
い
て

も
、
住
宅
用
等
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
に
対
す
る
補
助
や

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
実
施
に
対
す

る
助
成
等
に
お
い
て
、
市
内
業

者
で
の
施
工
を
補
助
の
交
付
要

件
と
し
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
市
の
独

自
財
源
に
よ
る
補
助
制
度
で
は
、

引
き
続
き
市
内
業
者
の
利
用
推

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
や

県
の
補
助
が
伴
う
補
助
制
度
で

も
、
可
能
な
限
り
市
内
業
者
の

受
注
機
会
が
拡
大
す
る
よ
う
な

制
度
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

（
さ
つ
き
会
）

質
問　

平
成
二
十
七
年
度
か
ら

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三
法
が

本
格
施
行
さ
れ
る
予
定
だ
が
、

本
市
と
し
て
は
、
二
十
六
年
度

に
お
い
て
保
育
園
や
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
等
に
関
し
、
ど
の
よ

う
な
対
応
を
行
う
予
定
な
の
か
、

聞
き
た
い
。

答
弁　

子
ど
も
・
子
育
て
関
連

三
法
の
施
行
に
向
け
、
未
就
学

児
童
の
保
護
者
や
児
童
ク
ラ
ブ

の
市
立
小
学
校
三
十
五
校
の
一

年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
の
児
童

の
保
護
者
を
対
象
に
需
要
調
査

を
実
施
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
集
計
結
果

を
も
と
に
二
十
七
年
度
か
ら
五

年
間
を
一
期
と
す
る
（
仮
称
）

藤
沢
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、

本
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

で
の
審
議
結
果
を
踏
ま
え
、
九

月
頃
を
目
途
に
計
画
案
を
取
り

ま
と
め
る
。
そ
の
後
、
市
民
と

の
意
見
交
換
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
を
経
て
、
神
奈

川
県
と
調
整
し
、
二
十
六
年
度

末
ま
で
に
確
定
さ
せ
る
予
定
で

あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
計
画
期
間
内

の
教
育
・
保
育
の
必
要
量
の
見

込
み
や
提
供
体
制
等
を
定
め
、

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
に
つ
い
て
の
目
標
事
業
量
な

ど
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、

教
育
・
保
育
の
支
給
認
定
基
準
、

教
育
・
保
育
施
設
の
運
営
基
準

並
び
に
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
基
準
及
び
許
可
基
準
な
ど
の

条
例
化
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

（
自
由
松
風
会
）

質
問　
（
仮
称
）
藤
澤
宿
場
館

（
交
流
館
）
の
設
置
は
、
東
海

道
藤
沢
宿
の
魅
力
を
再
認
識
し
、

後
世
に
引
き
継
ぐ
べ
き
重
要
な

取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
や

施
設
概
要
、
設
置
に
伴
う
効
果

に
つ
い
て
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　
（
仮
称
）
藤
澤
宿
場
館

（
交
流
館
）
は
、
藤
沢
宿
が
隆

盛
を
き
わ
め
た
時
代
の
江
戸
方

面
か
ら
の
入
り
口
付
近
に
設
置

す
る
。清
浄
光
寺（
通
称
遊
行
寺
）

の
門
前
と
い
っ
た
歴
史
的
に
も

重
要
な
場
所
で
あ
る
た
め
、
景

観
に
も
十
分
に
配
慮
し
、
歴
史

を
感
じ
さ
せ
る
趣
を
持
っ
た
も

の
に
な
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

こ
の
施
設
は
、
人
々
が
藤
沢
宿

の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、
交
流

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
い
る
。施
設
概
要
は
、

観
光
や
歴
史
散
策
等
で
訪
れ
る

方
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
休
憩

で
き
る
施
設
と
し
、
宿
場
の
歴

し
ょ
う
じ
ょ
う
こ
う
じ

（
仮
称
）藤
澤
宿
場
館（
交
流
館
）

気
軽
に
立
ち
寄
り
休
憩
で
き
る
施
設
と
な
る
よ
う
検
討

　  

歴
史
資
料
を
展
示
し
、人
々
の
交
流
を
図
る


